
 

 

5/21 の降雹・強風により、多大な被害が発生しました。被害に見舞われた組合員の皆様のお見舞い

申し上げます。被害後の対策例について下記をおよみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ぶどう  

 新梢に穴が空き、一部新梢が折れている場合：オーソサイド水和剤 800 倍を特別散布す

る・枯死している部分の摘心 

 新梢が激しく欠損し、葉も多く欠損している場合：オーソサイド水和剤 800 倍にメリッ

ト青の 300 倍又はオルガミン DA の 1000倍を加用して特別散布する・枯死している所

の摘心 

 被害部があれば摘心を行い、副梢の伸長を促し、葉枚数を確保する 

 花穂は被害がなければ基本的には残す 

 誘引は急がず、副梢の伸長程度等を確認しながら適宜行う 

 葉が取れたり新梢が折損し、葉枚数が特に不足している園ではかん水を行う 

 葉の被害が大きい場合は、当年の最終着房量を少なめとする 

 

② 立ち木 

 特別散布  

りんご：トレノックスフロアブル 500 倍、ジマンダイセン水和剤 500 倍 等 

もも：トレノックスフロアブル 500 倍 等 

なし：トレノックスフロアブル 500 倍、アントラコール果粒水和剤 500 倍 等 

プラム：ベルクートフロアブル 2,000倍 等 

  

降雹・強風被害対策特報 2025・5 月 
公開日：令和 7年 5月 23日 

JA 中野市園芸課 

降雹時間：5/21 17：45～50頃 ＊約 5分間・雨混じりの大粒の雹 

強風：5/21 17：56 18.1m/s（南西） 

雨量：18：00 2.5㎜・19：00 3.0㎜ ＊各時間帯の雨量 

推定被害地区：中野・日野・延徳・平野・平岡 

災害対策本部設置：5/21午後 6時 

 

被害状況 

ぶどう：新梢折れ・葉の穴あき 等   立ち木：果実打撲・生傷・葉の穴あき等 

野菜：苗欠損・葉の穴あき等  花：葉の穴あき等  ハウス：ビニール剥がれる・欠損 等 

←ぶどう枝折れ被害 

プラム果実被害→ 



 定期防除が済んでいない場合は、日を繰り上げて定期防除を行う 

 摘果が終了していない園地：摘果を２～３日見合わせ、傷の様子がはっきり確認できる

ようになってから実施する 

できるだけ傷の少ないもの、小さいものや浅いものを残す 

 摘果が終了している園地：雹害果を摘果せず、しばらく様子をみる 

 

③ 野菜  

 特別散布：被害程度中以下はコサイド 3000 等 

 定植直後又は被害程度大のものは予備苗等で植え直しを行う 

 収穫中（立茎前）の若茎は、被害茎を早めに除去し、新しい萌芽を促す 

 

④ 花 

 特別散布：アフェットフロアブル、ポリオキシン AL水溶剤、ダコニール 1000 等 

 花蕾が被害を受けているものは花蕾を取り除き、株養成用の茎とし切花出荷後に予防的

に農薬を散布する 


